
省

令

一

本
邦
の
公
私
の
機
関
と
事
業
上
の
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

所

在

地

Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ

ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ

ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ

ｎ
ｙ

２
３
、
Ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｍ
ａ
ｅ
e

ｒ
ｏ
３
e

ｇ
ｉ
ｌ
、
Ｇ
Ｗ
ａ
ｎ
ａ

ｋ
e

ｇ
ｕ
、
Ｓ
ｅ
ｏ
ｕ
１
、
Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ

告

示

二

前
号
の
機
関
か
ら
技
能
実
習
生
を
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
受
け
入
れ
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

所

在

地

株
式
会
社
セ
ブ
ン
e

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八

平成™›年›月˜�日 火曜日 第œ�Ÿ™号官 報

〇
法
務
省
告
示
第
百
五
十
四
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共

和
国
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
資

格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日法

務
大
臣

小
川

敏
夫

氏

名

ニ
コ
ラ
・
フ
ロ
レ
ン
ザ
ノ
・
ネ
ト

生
年
月
日

千
九
百
五
十
九
年
十
一
月
十
六
日

国

籍

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
二
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
一
三
九

二
四
、

三
、
三
〇

須
賀

和
男

四
一
四
〇

二
四
、

三
、
三
〇

õ
石

一
夫

四
一
四
一

二
四
、

三
、
三
〇

濱
田

善

四
一
四
二

二
四
、

三
、
三
〇

津
留

保
生

四
一
四
三

二
四
、

三
、
三
〇

斎
藤

榮
二

四
一
四
四

二
四
、

三
、
三
〇

斎
藤

栄
慶

四
一
四
五

二
四
、

三
、
三
〇

ˆ
柳

尚
弘

四
一
四
六

二
四
、

三
、
三
〇

廣
田

幸
造

〇
法
務
省
告
示
第
百
五
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
事
業
上
の
関
係
を
有
す

る
外
国
の
公
私
の
機
関
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
法
務
省
令
第
五
十
二
号
）
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
技
能

実
習
生
を
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
受
け
入
れ
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
事
業
上
の
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関

を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
五
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第

三
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
事
業
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

電
気
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業

省
令
第
七
十
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
九
条
第
一
号
中
「
火
力
発
電
所
（
」
の
下
に

「
液
化
ガ
ス
を
熱
媒
体
と
し
て
用
い
る
小
型
の
汽
力
を

原
動
力
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
別
に
告
示
す
る
も
の
及

び
」
を
加
え
る
。

第
九
十
四
条
第
六
号
中「
火
力
発
電
所
」の
下
に「（
液

化
ガ
ス
を
熱
媒
体
と
し
て
用
い
る
小
型
の
汽
力
を
原
動

力
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
別
に
告
示
す
る
も
の
を
除

く
。）」
を
加
え
る
。

（
発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省

令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め

る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
内
包
す
る
液
化
ガ
ス
が
不
活
性
ガ
ス
の
み

で
あ
る
液
化
ガ
ス
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

三

第
一
号
の
機
関
に
所
属
す
る
外
国
人
が
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六

年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
も
っ

て
本
邦
に
入
国
で
き
る
期
間

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で

４

イ
ン
ド
政
府
は
、
３
\
に
規
定
す
る
生
産
物
又
は
役
務
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
調
達
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
国
際
競

争
入
札
の
手
続
が
適
用
で
き
な
い
か
又
は
適
当
で
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
従
う
べ
き
国
際
競
争
入
札
の
手
続
を
な
か

ん
ず
く
定
め
る
。）に
従
っ
て
調
達
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

５

イ
ン
ド
政
府
は
、
借
款
に
基
づ
い
て
購
入
さ
れ
る
生
産
物
の
海
上
輸
送
及
び
海
上
保
険
に
関
し
、
海
運
会
社
及
び

海
上
保
険
会
社
の
間
の
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
妨
げ
る
こ
と
の
あ
る
い
か
な
る
制
限
を
課
す
る
こ
と
も
差
し
控
え

る
。

６

３
\
に
規
定
す
る
生
産
物
又
は
役
務
の
供
給
に
関
連
し
て
イ
ン
ド
に
お
い
て
そ
の
役
務
が
必
要
と
さ
れ
る
日
本
国

民
は
、
作
業
の
遂
行
の
た
め
イ
ン
ド
へ
の
入
国
及
び
同
国
に
お
け
る
滞
在
に
必
要
な
便
宜
を
与
え
ら
れ
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
百
五
十
一
号

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
、
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
イ
ン
ド
政
府

と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
イ
ン
ド
の
経
済
の
安
定
及
び
開
発
努
力
を
促
進
す
る
た
め
に
供
与
さ

れ
る
日
本
国
の
借
款
に
関
し
て
日
本
国
政
府
の
代
表
者
と
イ
ン
ド
政
府
の
代
表
者
と
の
間
で
最
近
到
達
し
た
次
の
了
解

を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

１

千
三
百
四
十
二
億
八
千
八
百
万
円
（
一
三
四
、
二
八
八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）
の
額
ま
で
の
円
貨
に
よ
る
借
款

（
以
下
「
借
款
」
と
い
う
。）が
、
こ
の
書
簡
の
付
表
１
欄
に
掲
げ
る
事
業
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。）を
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
事
業
計
画
に
つ
き
こ
の
書
簡
の
付
表
２
欄
に
定
め
る
配
分
に
応
じ
、
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
。）に
よ
り
、
日
本
国
の
関
係
法
令
に
従
っ
て
、
イ
ン
ド
政
府
に
供
与

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２
\

借
款
は
、
イ
ン
ド
政
府
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
借
款
契
約
に
基
づ
い
て
使
用
に
供
さ
れ
る
。
借
款

の
条
件
及
び
使
用
に
関
す
る
手
続
は
、
こ
の
了
解
の
範
囲
内
で
、
な
か
ん
ず
く
こ
の
書
簡
の
付
表
３
欄
、
付
表
４

欄
及
び
付
表
５
欄
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
る
利
子
率
、
償
還
期
間
及
び
支
出
期
間
を
含
む
こ
と
に
な
る
前
記
の
借
款
契

約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

]

\
に
規
定
す
る
借
款
契
約
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
計
画
の
実
行
可
能
性
（
環
境
に
対
す
る
配
慮
を
含
む
。）を
確
認
し

た
後
に
締
結
さ
れ
る
。

^

こ
の
書
簡
の
付
表
５
欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
支
出
期
間
は
、
両
政
府
の
関
係
当
局
の
同
意
を
得
て
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
\

借
款
は
、
イ
ン
ド
の
実
施
機
関
が
調
達
適
格
国
の
供
給
者
、
請
負
業
者
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
対
し
て
既
に

行
っ
た
か
又
は
行
う
支
払
で
、
事
業
計
画
の
実
施
に
必
要
な
生
産
物
又
は
役
務
の
購
入
の
た
め
に
両
者
の
間
で
既

に
締
結
さ
れ
た
か
又
は
締
結
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
使
用
に
供
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
購
入
は
、
調
達
適
格
国
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
国
で
生
産
さ
れ
る
生
産
物
又
は
そ
れ
ら
の

国
か
ら
供
給
さ
れ
る
役
務
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
。

]

\
に
規
定
す
る
調
達
適
格
国
の
範
囲
は
、
両
政
府
の
関
係
当
局
間
で
合
意
さ
れ
る
。

^

借
款
の
一
部
は
、
計
画
の
実
施
の
た
め
の
適
格
な
現
地
通
貨
の
需
要
に
充
て
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
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